
（３）みどりの食料システム戦略の推進

戦略的な取組方向

持続可能な食料システムの構築に向け、「みどりの食料システム戦略」を策定し、中長期的な観点から、
調達、生産、加工 流通、消費の各段階の取組とカーボンニュートラル等の環境負荷軽減のイノベーションを推進

目指す姿と取組方向

2040年までに革新的な技術・生産体系を順次開発（技術開発目標）

2050年までに革新的な技術・生産体系の開発を踏まえ、

今後、「政策手法のグリーン化」を推進し、その社会実装を実現（社会実装目標）など

➢ 農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現

➢ 化学農薬の使用量（リスク換算）を50％低減

➢ 輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減

➢ 耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25％(100万ha)に拡大など

2050年までに目指す姿

2030年

取

組
・
技

術

2020年 2040年 2050年

ゼロエミッション
持続的発展

革新的技術・生産体系の
速やかな社会実装

革新的技術・生産体系
を順次開発

開発されつつある
技術の社会実装 ◀みどりの広場

 Webサイト

🔍 東海農政局

東海農政局では、「みど
りの広場」をWebサイト
に公開し、みどりの食料
システム戦略に関連する
管内の取組内容、みどり
の食料システム法※など
の情報をまとめています。

※ 環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法律

R５年度補正予算、R６年度予算 日本政策金融公庫等
による資金繰り支援

予算・税制・融資で促進

みどり投資促進税制

環境負荷低減のクロスコンプライアンス
農林水産省の全ての補助事業等において、チェックシート方式
により、最低限行うべき環境負荷低減の取組の実践を要件化。
（R6～８年度 試行実施）
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最低限行うべき環境負荷低減の取組

環境負荷低減事業活動実施計画等
（環境負荷低減に取り組む生産者）

基盤確立事業実施計画
（新技術の提供等を行う事業者）

基本方針（国） R4.9.15公表

基本計画（都道府県）

協議 同意

申請 認定

認定制度

環境負荷低減に向けた取組を推進するため、

「みどりの食料システム法」が令和４年7月1日に施行

申請 認定



JAにしみの水田農業グリーンな栽培体系研究会（岐阜県大垣市他）
JAにしみの水田農業グリーンな栽培体系研究会
（岐阜県大垣市他）

○水稲、小麦、大豆の２年３作体系で水田経営が行われる本地域は、
長年の田畑転換に伴う地力の低下が大豆の収量低下を引き起こ
す要因となっていると考えられます。

取組内容

○小麦では、基肥で使用するプラスチックコーティング肥料を加水分解性肥料
に置き換えることで収量や品質に与える影響を調査し、プラスチック資材か

      らの転換について検証。
○大豆では、堆肥入り資材や鶏糞・牛糞など家畜由来の堆肥による地力向上
と収量の関係性を調査し、化学肥料の削減効果について検証。

○管内全域で土壌診断を実施し、診断結果に基づいた肥料や土壌改良資材
の投入を行うことが、資材コストや作業時間の削減に与える効果について検
証。

○検証結果を基に栽培暦の見直しの実施。

○また、近年の肥料高騰や異常気象等の影響で、小麦、大豆では収
量の低下や生産費の増加が課題となっています。今後も持続可能

    な農業経営を行うためには、小麦、大豆の肥培管理を見直し、実
需者に評価される収量と品質を確保した上で、環境負荷低減に資
する生産体系へ切り替えることが求められています。
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東海地域における取組

お問合せ先：生産部 生産技術環境課 Tel 052-746-1313

１．栽培暦の点検・見直し

白川町有機の里づくり協議会（岐阜県白川町）
○白川町では、ＮＰＯ法人ゆうきハートネットが中心となって従来から
有機農業が盛んで、学校給食への食材供給やオーガニックファー 
マーズ朝市村等の販売先は確立しているが、更なる産地の発展に
向け、個々で行っている生産物の配送の効率化や加工品の開発、
慣行農業者との連携、地域の未利用資材の循環等が求められて
います。

○このため、関係者からなる協議会を設置し、有機農産物の生産か
ら流通・加工までを一貫して行える仕組みづくりを検討し、有機農
業の取組の拡大を進めています。

〇生産：
・町内の未利用有機質資材を活用した堆肥の生産体制の整備。
・有機農業の新規就農者の育成。

・慣行農業者（営農組織）との地域の有機農業のあり方について意見交換の実
施。

〇加工・流通：

・給食センターや販売業者等への集荷・配送等の流通システム構築。
・有機農産物を活用した加工品の開発。

〇消費：
・ブランド構築のためのキャッチコピーやロゴマークの作成及びその活用。
・小学校での食育授業や一般消費者等を対象とした有機農業イベントの開催。

取組内容

【NPO法人ゆうきハートネット】【未利用有機質資材の活用】 【農業研修交流施設】

２．有機農業の取組の拡大



お問合せ先：企画調整室 Tel 052-223-4610

①研修会・セミナーの開催

技術的な面から「みどりの食料システム戦略」
への理解を深めるための研修会を開催

有機農業の取組拡大に向けた販路確保につ
いてのセミナーを開催

③みどりtokai2023によるＰＲ活動

生活協同組合コープあいち・コープ日進店と連
携して「みどりの食料システム戦略」をPR

②ホームページでの情報提供

特設サイト「みどりの広場」を開設

④有機農産物等の取扱事業者の店舗情報を紹介

東海農政局管内で有機農産物等を取扱う小売店、外食店等の店舗情報をマップ化
して掲載

詳細はこちら
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東海農政局の取組

マップをクリックで店舗情報へ

大学イベントにおいて、学生や消費者へ向けて、
クイズなどを通じた分かりやすいPRを実施

「みどりtokai2023」：「みどりの食料システム戦略」を広めるため、東海農政局の若手職員で構成したチーム
 SNSや各種イベントにて、生産者や消費者向けに情報発信する活動を展開中

第１回みどり戦略学生チャレンジや、
環境負荷低減の取組の「見える化」、
みどりの食料システム法などについて
情報提供


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

